
【開催日時】2024年6月14日（金）15：00～16：30
【開催方法】ハイブリッド開催（対面+WEB）龍谷大学瀬田キャンパスRECホール
【申込方法】裏面をご覧ください。
【参 加 費】無料

2024年度 第1回 REC BIZ-NET 研究会

ネイチャーポジティブの主流化を

開会のあいさつ（15:00～15:05）

現在、全国380の漁協団体と提携し、49万人のユーザーを抱えて
おり、この基盤を活用し、漁協と協力して新たな挑戦を行います。
その一環が、環境DNA調査を用いた水産資源の保護と生物多様性の
保全です。これは、これまで漁協が行ってきた水産資源の調査や生
態系保全の手法に革新をもたらします。現在、龍谷大学と共に、産
業向けの環境DNA調査の実用化を目指しています。

２「見えないものは守れない？守ろうと思えない？ Nature Positiveへ向かうための
生物多様性可視化技術」 (15:50～16:30)

龍谷大学 生物多様性科学研究センター長 山中 裕樹 教授
地球上のあらゆる場所で生き物たちが減り続けています。その

多くは人間活動に起因するものですが、その責任をとることなく
資源搾取が続けられています。しかしこれは、ただ人間が横柄な
だけだという事ではありません。温室効果ガスのように数値化す
ることが難しいのが生物多様性であり、測定困難かつ情報の不足
が著しいことが課題としての実感を妨げています。この対象を
「可視化」し、人類の営為が引き起こしている負の影響について
すべての地球市民が「責任を認識」できるようにせねばなりませ
ん。人類は暮らし方・経済のシステムを見直さねばならない転換
点にいます。この大きな転換に貢献しようと様々な研究や社会実
装がなされている環境DNA分析という新しい可視化技術をトピッ
クにして、社会全体がNature Positiveへと向かうにはどうすれば
よいのかを考察したいと思います。

目指した生物多様性可視化技術の進展
2024年2月6日に龍谷大学深草キャンパスにおいて、本学生物多様性科学研究センターのセンター長である

山中裕樹 教授と株式会社フィッシュパスの西村成弘 代表取締役が、「ネイチャーポジティブに寄与する取
り組み」について、マスコミに向けて共同記者会見を行いました。

今回はこのお二人にご登壇いただき、現在世界的にホットな話題となっている、生物多様性についての考
え方やその取り組み内容などについて、ご講演いただきます。なお本件は、経済産業省中小企業庁が推進す
る「成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）」に採択され、支援を受けている取り組みです。

１「あの川の未来を創ろう〜コップ一杯の水で、地域の川をＤＸ」 (15:05～15:45)
(株)フィッシュパス 代表取締役 西村 成弘

フィッシュパスは、内水面漁業と釣り人を結びつけるアプリサービ
スを展開しています。日本の美しい川は、全国にある800の漁業組合
が、魚を放流し、環境整備によって維持されています。しかし、担い
手不足や経営悪化により多くの組合が解散し、川が放置されています。
フィッシュパスは、遊漁券のデジタル化や釣り人の位置情報を活用し、
釣り人の安全と漁協の監視業務の効率化を提供しています。

環境DNA分析のワークフロー



※いただいた個人情報は、本学プライバシーポリシーに基づき、厳重に管理いたします。

【参加申込について】申込締切日：2024年6月13日（木）
こちらのサイト（https://www.ryukoku.ac.jp/nc/event/entry-14741.html）
から申込受付サイト（Peatix）へ接続のうえ、お申し込みください。
または、以下のマットに必要事項をご記入の上、E-mailもしくはFAXでお申込みください。
E-mail ：rec@ad.ryukoku.ac.jp  FAX ：077-543-7771（送付状不要）

※1組織で３名以上ご参加される場合、お手数ですが本用紙をコピーしてお申し込みください。

【注意事項】

龍谷大学
龍谷エクステンションセンター（REC）

〒520-2194 大津市瀬田大江町横谷1-5

℡ 077-543-7743 Fax 077-543-7771

交通機関でのアクセス
JR琵琶湖線(東海道本線）「瀬田」駅下車

帝産バス「龍谷大学行き」乗車約8分
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・申込受付は、イベント申込受付サイト（Peatix）で行います。
・対面で参加される場合は、本学瀬田キャンパスRECホールへお越しください。
・オンラインでの配信は、Zoomウェビナーを使用します。

〇 講演をリアルタイムで配信し、質疑応答はチャット機能などにより実施します。
〇 開催前日を目途に受講用URLをPeatixのメッセージ機能を用いてご案内します。

・E-mailまたはFAXでお申込みの場合は、開催前日までに、受講に関するご案内をメールにてお送り
します。

・本講座の投影資料および配信映像の録画、録音、撮影など複製ならびに二次加工は一切禁止しており
ます。
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